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新
刊
紹
介

佐
藤
百
合
・
大
原
盛

樹
編
『
ア
ジ
ア
の
二

輪
車
産
業̶
地
場
企

業
の
勃
興
と
産
業
発

展
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』

佐
藤
百
合

自
動
二
輪
車
（
オ
ー
ト
バ
イ
）
は
、
ア

ジ
ア
の
発
展
途
上
諸
国
で
庶
民
の
「
生
活

の
足
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
二
輪
車

の
修
理
や
組
立
て
は
、
途
上
国
の
人
々
が

工
業
技
術
を
学
び
、
近
代
工
業
に
参
入
し

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

途
上
国
の
買
い
手
に
と
っ
て
も
作
り
手
に

と
っ
て
も
、
ご
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
存

在
な
の
が
二
輪
車
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
二
輪
車
産
業
に
は
四
輪

車
産
業
と
は
少
し
違
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
二
輪
車
産
業
は
一
国
経

済
の
発
展
途
上
の
一
時
期
に
急
激
に
市
場

が
膨
ら
む
局
面
が
現
れ
る
、
い
わ
ば
途
上

国
型
の
産
業
で
あ
る
。
そ
の
一
時
期
に
、

産
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
凝
縮
的
に

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
途
上
国
の
地
場
企
業
に
注
目
す
る

な
ら
ば
、
先
進
国
企
業
に
初
め
は
依
存
し
、

そ
こ
か
ら
多
く
を
学
習
し
、
し
か
し
や
が

て
は
自
立
し
、
対
抗
し
競
争
し
よ
う
と
す

る
地
場
企
業
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
四
輪
車
に
比
べ
て

注
目
度
の
低
か
っ
た
二
輪
車
を
産
業
研
究

の
対
象
に
取
り
上
げ
、
ア
ジ
ア
の
産
業
発

展
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
一
側
面
を
二
輪
車
産

業
と
い
う
切
り
口
か
ら
描
き
出
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
二
輪
車
市
場
で
圧
倒
的
な
支
配

力
を
誇
る
日
本
の
二
輪
車
メ
ー
カ
ー
が
こ

の
産
業
の
主
役
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な

い
事
実
だ
が
、
本
書
で
は
ア
ジ
ア
各
国
の

地
場
企
業
を
も
う
一
方
の
主
役
に
据
え
て

い
る
。
独
自
の
発
展
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
地
場
企
業
の
実
態
と
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
産
業
発
展
の
あ
り

方
を
捉
え
直
す
、
と
い
う
の
が
本
書
の
基

本
的
な
視
角
で
あ
る
。
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
た
の
は
、
日
本
、
台
湾
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
で
あ
る
。

第
一
章
は
、
二
輪
車
産
業
か
ら
み
た
産

業
発
展
論
を
試
み
て
い
る
。
現
在
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
な
か
で
は
、
テ
ン
ポ
の
速
い

技
術
革
新
、
国
境
を
越
え
た
最
適
分
業
を

追
求
す
る
、
先
進
国
企
業
主
導
の
産
業
発

展
パ
タ
ー
ン
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
二
輪
車
産
業
は
こ
れ
と
は

む
し
ろ
対
照
的
で
あ
る
。
各
国
の
地
場
企

業
が
国
内
市
場
を
ベ
ー
ス
に
成
熟
技
術
の

地
道
な
積
み
重
ね
型
革
新
に
よ
っ
て
知
的

資
産
を
蓄
積
し
、
先
進
国
企
業
に
対
抗
し

う
る
能
力
を
構
築
し
て
い
く
企
業
成
長
、

産
業
発
展
の
経
路
を
、
本
章
は
提
示
し
て

い
る
。

第
二
章
と
第
三
章
は
日
本
を
扱
う
。
日

本
の
完
成
車
企
業
を
分
析
し
た
第
二
章
は
、

そ
の
支
配
力
の
源
泉
と
し
て
、
日
本
本
国

に
お
け
る
産
業
資
源
の
蓄
積
の
厚
み
、
進

出
先
市
場
へ
の
適
応
能
力
の
高
さ
の
二
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
部
品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
論
じ
た
第
三
章
は
、
納

入
先
で
あ
る
完
成
車
企
業
の
技
術
掌
握
度

が
高
い
た
め
に
、
高
い
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・

コ
ス
ト
・
納
期
）
能
力
を
持
ち
な
が
ら
も

設
計
・
開
発
能
力
を
養
う
機
会
が
少
な
い

部
品
企
業
の
限
界
を
描
い
て
い
る
。

続
い
て
、
地
場
資
本
の
完
成
車
企
業
を

輩
出
し
て
い
る
台
湾
、
中
国
、
イ
ン
ド
を

取
り
上
げ
る
。
第
四
章
は
、
台
湾
の
地
場

完
成
車
企
業
の
技
術
的
自
立
、
海
外
展
開

で
の
挫
折
、
そ
の
克
服
の
過
程
を
追
っ
て

い
る
。
第
五
章
は
、
模
倣
競
争
と
不
安
定

な
分
業
関
係
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
中
国
の

二
輪
車
企
業
が
、
開
発
能
力
を
向
上
さ
せ

規
律
あ
る
分
業
関
係
へ
と
変
貌
し
て
い
く

様
を
分
析
し
て
い
る
。
第
六
章
は
、
イ
ン

ド
の
地
場
完
成
車
企
業
が
共
同
開
発
を
通

じ
て
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
能
力
向
上
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
こ
と

を
実
証
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
日
系
完
成
車
企
業

の
主
導
で
二
輪
車
産
業
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
第
七
章
は
、
日
系
企
業
が
多
数
進
出

し
て
い
る
タ
イ
で
、
地
場
企
業
が
擬
似
日

本
的
取
引
の
な
か
で
Ｑ
Ｃ
Ｄ
能
力
を
高
め

て
い
く
実
態
を
描
い
て
い
る
。
第
八
章
は
、

同
じ
く
日
本
ブ
ラ
ン
ド
寡
占
市
場
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
、
近
年
の
市
場
の
急
拡
大
が

地
場
部
品
企
業
の
能
力
向
上
、
産
業
基
盤

の
拡
大
を
促
し
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。

第
九
章
は
、
新
興
市
場
の
ベ
ト
ナ
ム
に
み

ら
れ
た
地
場
組
立
企
業
の
一
時
的
勃
興
が
、

地
場
部
品
企
業
の
参
入
や
技
術
習
得
を
促

進
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

本
書
の
各
章
は
、
以
上
の
よ
う
な
各
国

各
様
の
特
徴
を
綿
密
な
企
業
調
査
に
も
と

づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

と
同
時
に
本
書
は
、
各
国
の
違
い
を
統
一

的
に
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
一
国
に
お
け
る
産
業
資
源
の
蓄

積
の
度
合
い
と
国
内
市
場
の
特
性
が
地
場

完
成
車
企
業
の
競
争
力
の
高
さ
と
個
性
に

反
映
さ
れ
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、
完
成

車
企
業
と
の
取
引
関
係
の
あ
り
方
が
部
品

企
業
の
能
力
形
成
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
の
完
成
車
企
業
と
取
引

す
る
部
品
企
業
は
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎

で
あ
る
Ｑ
Ｃ
Ｄ
能
力
を
鍛
錬
さ
れ
る
一
方

で
、
製
品
開
発
能
力
の
獲
得
は
制
約
さ
れ

る
。
む
し
ろ
地
場
完
成
車
企
業
と
の
取
引

や
四
輪
車
部
品
な
ど
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、

開
発
能
力
の
獲
得
機
会
が
生
ま
れ
る
と
い

う
現
象
が
各
国
に
み
ら
れ
る
。

二
輪
車
産
業
に
お
け
る
途
上
国
企
業
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
現
在
ま
す
ま
す
活
発
化

し
て
い
る
。
本
書
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
、

二
輪
車
産
業
研
究
、
さ
ら
に
は
発
展
途
上

国
の
産
業
研
究
が
今
後
さ
ら
な
る
深
ま
り

を
見
せ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
さ 

と
う　

ゆ
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

アジア経済研究所
2006 年


